
2013 年 6月 4日に JETOみやぎの総会を開催致しました。当日は大勢のご支援者にお集まり頂きました。
皆さまの想いとして「復興に向けて、支援金の使途が明確で顔の見える支援をしたいのでＪＥＴＯみやぎ
を応援したい。」とのお声を頂くことが大変多くなりました。
また、今期より飲料メーカー各社からのご協力の下、ＪＥＴＯみやぎのチャリティ自販機を通じて
震災孤児を支援頂けるキャンペーン活動を開始致しました。
飲料を１本購入することで、売上の一部が震災孤児に寄付されるという仕組みです。
より多くの皆さまに震災孤児の支援活動にご参加、ご協力頂けるものと期待をしております。
これからもＪＥＴＯみやぎの支援活動にご期待下さい。

ＪＥＴＯみやぎの活動は、すべて皆さまからのご寄付・賛助によって成り立っています。
活動の推進を円滑に行い、目的を達成するためにも皆さまには、ＪＥＴＯみやぎの活動に
ご理解とご賛同をいただき、活動への末永いご支援をお願い申し上げます。

ご寄付(税法上「一般寄付金」扱い)
ご寄付・・・・・・・・・１口1,000円より
ＪＥＴＯみやぎより資料（支援グッズ等）を郵送いたします。
※受領証をご希望の方は事務局までご一報下さい。

賛助会員
個人・・・・・・・・・・年・１口10,000円より
法人・・・・・・・・・・年・１口10,000円より　　１口よりご賛助頂けます。
賛助会員について
JETOみやぎの趣旨にご賛同いただき、震災孤児への継続的な長期支援を
頂ける個人や法人の方が対象です。賛助会員様には事務局が発行する
ニュースレターの郵送や総会のご案内を予定しています。

お振込先
七十七銀行　卸町支店

加入者名：特定非営利活動法人ジェットみやぎ

普通口座5786851
NPO法人 JETOみやぎ（エヌピーオーホウジンジェットミヤギ）
新たに郵便振替口座を設けました。

※お振込手数料はご負担ください

希望者には受領書を
ご郵送いたします。

お問い合わせ
電話： 022-782-0303
メール： info@jeto-miyagi.org
ホームページ： http://jeto-miyagi.org

＜仙台市の武山祥平様（兄）＞
無事に高校への進学も決まりました。これからもお世話になりますが宜しくお願いします。
（※ＪＥＴＯみやぎより・・・祥平さんは地元での就職を目指していましたが、今回無事に就職が決まりました。
おめでとうございます！！）

ＪＥＴＯみやぎ運営事務局　事務局長　野川貴之

上期を終えて…

＜石巻市の木幡修也様（祖父）＞
大変お世話になっております。この４月から石巻に戻り元の生活を始めました。息子たち夫婦のいない生活なんて
今後不安だらけですが、一生懸命頑張ります。孫たちも新生活に向けて歩み始めました。

＜石巻市の佐々木みゆき様（伯母）＞
今年度も「生活・教育支援金」を頂きまして心より感謝申し上げます。下の子もこの４月から中学生となりまし
た。毎朝上の子と一緒に登校しています。上の子は最上級生となり、来年は受験です。下の子はバスケット部に
入部予定です。二人とも元気に過ごしております。今後も二人に寄り添いながら色々な事を乗り越えて行こうと
思います。本当に有難うございました。

口座番号：02250-8-135678

＜鳥取市の鎌谷信子様（祖母）＞※震災後に宮城県から移転
ご支援有難うございます。孫は高校３年生になりました。皆さまの温かいお心で少しずつ前向きに歩んでおります。
今後共見守って頂きたいと思います。孫は大人になったら皆さまに恩返しがしたいとも言っています。本当に有難うございます。

＜石巻市の千葉久様（祖父）＞
大変お世話になっております。高校入試の時は心配をしておりましたが、無事に入学できました。１学年の終業式では
皆勤賞を頂きました。ワープロ２級の検定にも合格致しました。学校生活・家庭でも落ちついて暮らしておりますが、
震災前の様になるには、まだまだ時間が必要かと思います。ＪＥＴＯみやぎの皆さまからのご支援大変有難く、
又心強く毎日を過ごしております。感謝申し上げます。

特定非営利活動法人ＪＥＴＯみやぎ

理事長　

2013年上期の活動トピックス
ＮＰＯ法人ＪＥＴＯみやぎの定期総会を開催致しました

大手飲料メーカー３社による

「ＪＥＴＯみやぎのチャリティ自販機」が好評です

前回のニュースレターにてご紹介の「仙台キリンビバレッジ
サービス (株 )」様に続いて、今回新たに「仙台コカ・コーラ
ボトリング (株 )」様、「サントリーフーズ (株 )」様にもご支援
を頂きまして、今後は飲料の売上を通じても震災孤児への支援
が展開されていく予定です。
（写真は7月 24日に行われた「仙台コカ・コーラボトリング 
株式会社」様とＪＥＴＯみやぎでの「支援自販機除幕式」の
模様です。この様子は河北新報にも記事として掲載されました。）

開催日：2013年 6月 4日（火）
会場：TKPガーデンシティ仙台
         （仙台ＡＥＲ21階）

昨年度の主な決算状況
【平成24年度収入の部】
寄付金・募金収入　23,014千円
会費収入　4,480千円
助成金収入　600千円
当期収入合計 　28,096千円

これまでご支援頂いた皆さまへの感謝とご報告を兼ねて、ＪＥＴＯ

みやぎの定期総会を開催致しました。総会は理事長の挨拶から始

まり、昨年夏にサマースクールで中学３年生の勉強合宿でご指導

頂いた「大木騏一郎」先生に来賓としてお言葉を頂きました。

ＪＥＴＯみやぎからはこれまでの活動報告、事業報告と共に、子

どもたちの生活状況・就学状況について事務局長よりご説明をさ

せて頂きました。途中、石巻で祖母と一緒に生活をしている小学

６年生の震災孤児からのビデオレターなども紹介致しました。ご

参加された法人・個人賛助会員の皆さま、誠に有難うございまし

た。今後もＪＥＴＯみやぎは震災孤児とその支援者のパイプ役として活動を続けて参ります。

また、決算状況の支出の部としまして、87 名の震災孤児への「生活・教育支援金」（10 万円）の給付金

事業支出で 8,700 千円、就学支援（サマースクール）、留学支援

（ホームステイ）、企画イベント（チャリティ講演会）の事業支出

1,000 千円を合わせた総事業費は 9,700 千円となりました。

その他広告宣伝費として 979 千円、その他管理費を合わせた販

売管理費は 2,246 千円となり、当期支出合計は 11,946 千円とな

りました。結果、当期収入から当期支出を引いた当期収支差額は

16,149 千円となりました。（詳細はホームページにて）

2012年度「生活・教育支援金」を支給した震災孤児・保護者から

支援者の皆さまへ感謝のメッセージを頂いております （ほんの一部をご紹介）

お陰様で 6月に第一回目の定時総会を無事に終えることができました。 総会では小学６年生の女の子の震災孤児からのビデオメッセージをお

届けさせて頂きました。 彼女は震災前より母子家庭で、 今回の震災でその母親を津波で亡くしました。 現在は祖母が保護者として面倒をみて

います。 ７月に学校で七夕行事として短冊に願い事をする機会があったそうですが、 彼女は自分の願いではなく 「面倒をみてくれている祖母

が健康で長生きしますように」 と一言書き添えたそうです。 今年成人を迎え、 JETO みやぎを卒業する震災孤児も、 皆一様に 「自分の生まれ

育った故郷、子どもたち、支援頂いた人たちのために働きたい」 と話しております。 子どもたちが今後就職し、結婚し、家族を持つところまで、

これからもＪＥＴＯみやぎは震災孤児の 「心」 を見つめ続けて参ります。
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皆様からのご寄付・ご支援

「鹿児島第一ライオンズクラブ」会長の牧野様、幹事の川田代様、そして次期会長の北様、次期幹事の芝原様４名がＪＥＴＯ
みやぎに来訪されました。昨年のご支援に引き続き、今回、同クラブでは３月２２日に東日本大震災孤児支援事業として、「チ
ャリティコンサート２０１３」を開催され、そのチャリティで集まった金額と支援金を合わせたご寄付を頂きました。クラブ
の皆さんは前回同様、名取市閖上の日和山神社など被災地を訪問され、震災の爪痕が残るエリアで当時の様子を偲ばれ、
「自分たちに今後できることを最大限協力していきたい、両親を失った子どもたちの悲しみや苦しみを少しでも理解し、
長期的に寄り添っていきたい。」とメッセージを頂き、愛のこもったタオルの寄せ書きも頂きました。

創業 1961 年来の信頼と実績、経験で、仙台市周辺の不動産情報を提供している「株式会社 建財社」の小山淳社長がＪＥＴＯ
みやぎ事務局に来訪され、チャリティを下さいました。小山社長は震災以降、毎年泉パークタウンでのゴルフコンペ「サンライ
ズカップ」にて震災孤児支援のためこれまで３回チャリティを続けてきたとのことです。これからもご支援を続けて下さる旨、
また震災孤児の問題に大変関心をお寄せ頂いております。

明治大学の被災地復興イベント実行委員会の学生さん２名と、震災復興支援センター副センター長であり同大学商学部教授の
水野様が来訪され、ＪＥＴＯみやぎへご寄付を頂きました。水野様のゼミ生が震災復興のため、福島県内の大学生・専門学校生と
連携して 被災地復興支援イベント（被災地の商品販売、観光ＰＲ、絵ろうそくの販売など）を通してチャリティをされたそうで、
郡山と岩手の自治体にもそれぞれ寄付されたとのことです。ＪＥＴＯみやぎ設立の経緯や活動状況、子どもたちの現状について
熱心に話を聞いている姿が印象的でした。

「もっと楽しく。仙台発　大人の情報誌『りらく』」様よりＪＥＴＯみやぎにチャリティを頂きました。「りらく」の田中志津編集長
と同出版社代表取締役の松本辰三様が事務局に来訪され、情報メディアを通じた復興活動への継続表明と震災孤児支援への想いに
ついて、また、地元仙台で生活する私たちが声を上げていくことの重要性について熱く語って下さいました。

ＪＥＴＯみやぎ総会開催の場に、栃木県芳賀郡から車でご出席をされた葬儀会社「有限会社 天昇堂」
様（代表取締役 河原保生様）よりＪＥＴＯみやぎに支援金を頂きました。天昇堂様には９月にもご
寄付を頂いております。

仙台市青葉区北山にある資福寺様からＪＥＴＯみやぎに「お寺に参拝された方から頂いたご浄財を」とのことで
チャリティ頂いております。資福寺は別名「あじさい寺」とも言われ、境内は紫陽花の花に包まれ、例年多くの参
拝者が訪れています。渋谷芳圓ご住職のお計らいで、お寺の会報誌にもＪＥＴＯみやぎについて掲載頂き、支援を
呼び掛けて頂いております。

山形県新庄市にある葬儀会社「株式会社ヌマザワ」様の
４回目の震災孤児支援イベント「真夏の六花クラシック
コンサート」より、チャリティ募金を頂いております。

愛知県碧南市にある葬儀会社「まごころライフサー
ビス株式会社」様の地域イベント【新川夏祭り】に
て、東日本震災の記憶を消さないための、パネル展、
募金、念珠づくりが行われ、ＪＥＴＯみやぎにご寄付
頂いております。

仙台市青葉区錦ヶ丘の「エトワールバレエ館」主催のバ
レエ発表会「18th GALA concert」が広瀬文化センター
で開催され、昨年に続き、パンフレットの売上と当日の
募金からＪＥＴＯみやぎにチャリティを頂きました。

全国でパチンコ事業を展開する、株式会社 ガイア
のガイア宮千代店様にてＪＥＴＯみやぎのチャリ
ティにご協力頂けることになりました。店舗内に
ＪＥＴＯみやぎのリーフレットやニュースレター、
募金箱などを設置頂き、新聞折り込み等の広告にも掲載頂き、店舗をあげて
ＪＥＴＯみやぎを告知して下さっています。

東京の立川市にある流泉寺様よりＪＥＴＯみやぎの
子どもたちへということで、ご寄付を頂きました。
ご住職の伊藤正明様からはお手紙を通じ、お寺での
震災後からの被災地支援の経緯や、震災で親を亡く
した子どもたちへの支援のこと、また種々のご縁か
らＪＥＴＯみやぎの存在を知り、有難くも今後は継続的にご支援を頂ける旨が
綴られており、その想いを深く受け止めさせて頂きました。

「ARMONIA MUSICＡ」（神奈川県川崎市）の代表 村沢裕子
様よりチャリティコンサートでの収益金の一部をＪＥＴＯ
みやぎにご寄付頂いております。

①５月１３日　有限会社 セレディア伊賀　様

②５月２６日　鹿児島第一ライオンズクラブ　様

③５月２９日　吉本真康　様

④５月３０日　株式会社 建財社　様

⑤６月１日　明治大学被災地復興イベント実行委員会　様

⑥６月４日　有限会社 天昇堂　様

⑦６月６日　仙台発・大人の情報誌「りらく」　様

ジャズフルート奏者の「西仲美咲」様よりＪＥＴＯみやぎにチャリティとご支援を頂きました。西仲様
は、自身の開催ライブでのチケットに「ＪＥＴＯみやぎ商品協賛シール」を貼付して頂き、５月と６月
にそれぞれ東京と沖縄で開催したライブの入場料 1,000 円を全てＪＥＴＯみやぎにご寄付頂きました。
6月 8日（土）にはＪＥＴＯみやぎに来訪され、震災孤児の状況やＪＥＴＯみやぎの活動について真剣
に耳を傾けて頂き、自身の支援への想いについて語って下さいました。そして、ＪＥＴＯみやぎが支援す
る８７名の子供たちのため沖縄・座間味村、阿嘉島の小・中学校の生徒と一緒に制作したＣＤ「aka is. 
funky」（アカ　イズ　ファンキー）を 87枚ご提供頂きました。
西仲美咲様より
「小さくてもそこにある確かな想いを、大きな形に変えて発信していきたい。それが私たちに出来ることだと信じています。」

⑧６月８日　西仲 美咲　様

⑪７月２９日　沓澤小波　様

⑨７月２２日　資福寺　様

⑫８月１１日　エトワールバレエ館 様

⑭８月２４日　まごころライフサービス 株式会社 様

⑬８月２０日　株式会社 ヌマザワ　様

⑯９月１１日　ガイア宮千代店　様

⑰９月２６日　流泉寺　様

⑱９月２９日　ARMONIA MUSICA 様

⑩７月２７日　株式会社 ティ・ピィ・エス サービス 様

今年度上期（５月１日～１０月３１日）にご支援頂いたチャリティ活動・
ご寄付の一部をご紹介致します。
この他のチャリティ報告詳細はＪＥＴＯみやぎのホームページをご参照下さい。

「船橋市交響吹奏楽団」様より、「第44回定期演奏
会開催」の際にチャリティ活動をされた時の募金の
ご寄付を頂いております。写真は５月26日 (日 ) に
開催された船橋市民文化ホールでの演奏会の様子です。

⑲１０月１５日　船橋市交響吹奏楽団　様

「林泉寺」様（仙台市泉区実沢）の本堂でOrchla
木管五重奏とピアノによる、第９回「伽藍ＤＥコ
ンサート」が昨年に引き続いて開催されました。
コンサートは約２００名の方々がお見えになり、
「とても素敵な演奏だった」「震災孤児支援にもなり素晴らしい」「心に残るも
のがありました。毎年開催して欲しいです。」と大変な盛況ぶりで、参加費
５００円は全てＪＥＴＯみやぎにチャリティされました。

⑳１０月２１日　林泉寺　様

１０月１３日（日）に仙台市の「あすと長町」で「第8回
仙台市親善テコンドー選手権大会」が開催され、大会を通
じて集まったチャリティを震災孤児支援としてＪＥＴＯみ
やぎにご寄付頂きました。同協会理事長の相原儀雅様
（相原道場代表）からも「継続的に支援をしたい。」とお言
葉を頂いております。

 １０月２７日　仙台市テコンドー協会 様

JＥＴＯみやぎを設立当初から応援してくださ
っている「有限会社 瑞江セレモ」の一之江セレ
モニーホールで「第16回アンサンブル倶楽部
感謝祭」が行われ、今回ＪＥＴＯみやぎから事
務局長がチャリティ対応させて頂きました。途
中、昨年もお世話になったご支援者、来場者の
皆さまにＪＥＴＯみやぎの活動報告と子どもたちの様子について報告発表を
させて頂きました。震災から２年７ヶ月が経過して風化も懸念されましたが、
東北とゆかりのある方々も多く、皆さん真剣な表情で聴いて下さいました。

１０月２７日　有限会社 瑞江セレモ　様

ＪＥＴＯみやぎの髙橋文蔵監事が代表をされて
いる株式会社 ミヤックスの社員会「山桜会」の
皆さまから、ゴルフコンペ開催のチャリティで
ＪＥＴＯみやぎに寄付を下さいました。
ミヤックス様にはＪＥＴＯみやぎのチャリティ
自販機も導入頂いております。

１０月２８日　株式会社 ミヤックス　山桜会 様

合唱活動に熱意のある仙台一中・仙台一高ＯＢ
が集い、母校出身者の絆を深めつつ合唱活動を
展開し、男声合唱の素晴しさを楽しく追求する
とともに、地元合唱界の発展に貢献することを
目的とする。茶畑男声合唱団によるコンサート
が10月 29日（火）に旭ヶ丘青年文化センター
（日立システムズホール）で行われ、ＪＥＴＯみやぎのチャリティで集まった
募金を全額寄付頂いております。

１０月２９日　茶畑男声合唱団　様

兵庫県姫路市にある有限会社セレディア伊賀の伊賀勝章専務がＪＥＴＯみやぎに来訪され、同社で実施
したチャリティ供養祭（動物・人形）で集まった募金を届けにきて下さいました。（伊賀専務は深夜車で
姫路から仙台までを新潟経由で乗り継いで来られたそうです。）遠方からのご支援有難うございました。

オーストラリア大使館にご勤務の吉本真康様よりＪＥＴＯみやぎにご寄付を頂きました。吉本様は 3.11 東日本大震災発生当時、
自ら志願してオーストラリア領事館緊急対策チームとして被災地で献身的な支援活動をされ、オーストラリア政府より名誉勲章
を頂いております。また、被災地への支援活動の折、「私の親を探してください。」「助けて下さい。」という子どもの声が忘れら
れず、プライベートで毎週支援活動を続けられました。今回は震災孤児への支援のため、自らトレーニングでトライアスロン
の大会に出場し、募金活動をされた中からＪＥＴＯみやぎに募金を届けて頂きました。

ＪＥＴＯみやぎの斎藤正人副理事長が代表取締役を
務める、総合ビルメンテナンスの「株式会社 ティ・
ピィ・エス サービス」様主催の「第一回ＴＰＳ祭」
が行われ、フリーマーケットや出店、子供たちが遊
べるイベントと共に、ＪＥＴＯみやぎのブースを出店
し、チャリティと支援の呼びかけを行いました。

7月 22日（月）から２８日（日）までの 7日間、
仙台市青葉区一番町のライフスタイル・コンシェル
ジュにて「沓澤小波作品展　大切なひとつ」作品展
が開催されました。今回の作品展は、沓澤小波様と
フジコ・ヘミング様がＪＥＴＯみやぎの趣旨にご賛
同され、チャリティ企画として開催されました。
作品展には 7日間を通じて 340名の方が来場され、24日（水）に行われた
『絵本「青い玉」＆「すぅ」の朗読会』には立ち見が出るほどの盛況ぶりでした。
写真は最終日に行われた寄付の贈呈式の模様で、沓澤様より今回の入場料
（チケット料金）を全額寄付頂いております。

今年も「横浜フューネラル・ビジネスフェア2013」（６月１７日・１８日）に
てＪＥＴＯみやぎのチャリティブースを出展しました。今年も昨年以上の盛り
上がりを見せ、ＪＥＴＯみやぎでは震災の風化を防ぐため懸命に活動内容や子ど
もたちの状況について声を掛けさせて頂きました。時間の経過と共に昨年より
は関心を持って下さる方が減ったようにも感じましたが、それでも「応援して
いるので、毎年続けて下さい！」と励ましの声もたくさんありました。

フューネラル・ビジネスフェア２０１３
今年も出展しました

今年も出展ブース
をご提供頂いたフ
ューネラル・ビジ
ネスフェア事務局
の皆さまに感謝！

【チャリティ額：148,392 円】

建設機械類及び資材のレンタル・販売・修理事業を
中心に、選挙事業、ミスト事業、再生燃料事業を行
っている「株式会社 ナカノ」様（本社：大分県中津
市）よりＪＥＴＯみやぎに寄付として大きなご支援
を頂いております。

⑮８月３０日　株式会社 ナカノ 様


